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旧
制
か
ら
新
制
へ

　

中
央
大
学
の
通
信
教
育
部
は
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
十

月
に
法
学
部
が
設
置
さ
れ
、
翌
年
四
月
の
新
制
大
学
設
立
と
と
も

に
法
学
部
付
設
の
通
信
教
育
課
程
と
改
め
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
、

当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
経
済
学
部
の
設
置
は
見
送
ら
れ
て
い
る
。

　

敗
戦
後
の
社
会
的
混
乱
が
未
だ
続
い
て
い
た
時
期
に
あ
っ
て
、

通
信
教
育
課
程
の
開
設
は
、
人
々
の
向
学
心
を
満
た
す
時
宜
を
得

た
試
み
で
あ
っ
た
。
開
講
初
年
度
に
は
、
四
、五
〇
〇
人
も
の
入

学
者
を
数
え
て
い
る
。

　

の
ち
に
、
多
く
の
卒
業
生
が
「
昭
和
二
十
四
年
二
月
の
あ
る

日
、
ふ
と
見
た
朝
日
新
聞
の
学
生
募
集
欄
で
は
じ
め
て
大
学
通
信

教
育
の
制
度
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
私
は
何
ら
た
め
ら
う
こ
と
な

く
、
直
ち
に
入
学
案
内
を
請
求
し
た
」
等
と
回
顧
し
て
い
る
よ
う

に
、
発
足
以
来
、
入
学
者
募
集
に
効
果
が
あ
っ
た
の
は
新
聞
広
告

で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
通
信
教
育
課
程
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
、
独
学
的

傾
向
を
克
服
す
る
た
め
、
六
週
間
の
「
面
接
授
業
（
ス
ク
ー
リ
ン

グ
）」
が
必
修
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
面
接
授
業
は
、

「
た
め
ら
い
な
く
」
入
学
し
た
人
々
に
と
っ
て
、
大
き
な
関
門
と

な
っ
た
。
初
年
度
を
例
に
と
れ
ば
、
面
接
授
業
参
加
者
は
、
入
学

者
の
三
割
に
満
た
な
い
一
、二
〇
〇
人
に
す
ぎ
な
い
。

　

ま
た
、
受
講
生
の
宿
舎
は
、
学
内
の
教
室
を
府
県
別
に
割
り
当

て
、
の
ち
に
畳
敷
き
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
当
初
は
机
を
並
べ
て

ゴ
ザ
を
敷
き
簡
易
ベ
ッ
ド
と
し
た
よ
う
な
施
設
で
あ
っ
た
。
学
生

た
ち
は
、
そ
こ
で
深
夜
ま
で
教
材
と
格
闘
し
、
あ
る
い
は
友
と
語

り
合
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
劣
悪
な
勉
学
環
境
を
少
し
で
も
改
善
し
、
通
信
教

育
部
卒
業
生
の
結
束
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
同
窓
会
組
織

「
信し
ん

窓そ
う

会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
信
窓
会
は
、
五
三
年
三
月
二
十
六

日
に
第
一
回
卒
業
生
八
八
人
が
誕
生
し
た
際
、
阿
部
文
二
郎
通
教

部
長
を
名
誉
会
長
と
し
て
発
足
し
た
。
事
務
局
は
通
信
教
育
部
内

に
置
か
れ
、「
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
中
央
大
学
通
信
教
育

部
の
興
隆
に
寄
与
」
す
る
活
動
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
五
八
年
に
坂
本
六
合
魁
（
第
二
回
卒
業
生
）
が
信
窓

会
初
代
会
長
に
就
任
、
六
三
年
二
月
十
五
日
に
は
学
員
会
支
部
と

し
て
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
年
は
、
通
信
教
育
部
設
置
十
五
周
年
・

信
窓
会
結
成
十
周
年
に
あ
た
っ
て
い
た
た
め
、
こ
れ
を
機
に
、
機

関
誌
の
発
行
が
企
図
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
同
年
十
月
に
は
、
名

誉
会
長
守
屋
善
輝
の
題
字
を
表
紙
と
し
、
学
員
会
長
大
川
博
・
学

長
升
本
喜
兵
衛
ほ
か
の
祝
辞
や
卒
業
生
の
「
学
窓
回
顧
」・
規
約
・

支
部
だ
よ
り
等
を
載
せ
た
五
六
頁
に
及
ぶ
『
白
門
信
窓
』
創
刊
号

が
発
行
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
順
調
に
み
え
た
信
窓
会
の
活
動
は
、
六
七
年
頃
か
ら

全
国
の
大
学
に
広
が
っ
た
大
学
紛
争
の
影
響
も
あ
り
、
混
迷
期

を
迎
え
る
。
六
六
年
か
ら
年
二
回
発
行
さ
れ
て
い
た
『
白
門
信

窓
会
報
』
は

第
一
〇
号
以

降
発
行
が
中

断
し
、
定
期

総
会
も
七
二

年
以
来
開
催

さ
れ
な
か
っ

た
。
信
窓
会

を
知
ら
な
い
卒
業
生
も
増
え
、
活
動
休
止
状
態
に
な
る
支
部
も
み

ら
れ
た
。

　

こ
う
し
て
信
窓
会
の
機
能
が
停
止
し
、
一
万
人
を
超
え
る
通
信

教
育
部
出
身
の
学
員
の
協
力
と
連
携
が
不
可
能
に
な
っ
た
。
同
時

に
、
在
学
生
に
よ
る
学
生
会
支
部
の
活
動
も
年
々
低
調
の
一
途
を

た
ど
り
、
八
一
年
頃
に
は
、
支
部
長
不
在
の
支
部
が
二
六
、
活
動

休
止
が
九
支
部
に
も
の
ぼ
っ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
危
機
感
を
つ
の
ら
せ
て
い
た
関
東
近
県
の
地

方
支
部
を
中
心
と
し
て
、
八
一
年
十
月
に
臨
時
総
会
が
招
集
さ
れ

た
。
こ
こ
で
は
、
役
員
の
選
出
、
事
業
計
画
等
を
決
議
し
、
再
建

へ
の
第
一
歩
を
し
る
し
た
。
新
事
業
計
画
は
、
研
究
会
・
講
演
会
・

親
睦
会
の
開
催
、
名
簿
作
成
、
会
報
発
行
の
ほ
か
、
特
に
「
長
期

に
わ
た
る
空
白
状
態
の
回
復
と
本
会
を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に
必

要
な
事
業
」
を
行
う
こ
と
を
う
た
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
受
け
、
翌

年
一
月
に
は
「
再
建
号
」
と
付
記
さ
れ
た
『
白
門
信
窓
会
報
』
第

一
一
号
が
発
行
さ
れ
、
臨
時
総
会
の
経
緯
等
が
会
員
に
報
じ
ら
れ

た
。
そ
し
て
、
同
号
に
お
い
て
、
真
田
芳
憲
通
教
部
長
は
、「
信

窓
会
の
再
建
は
、
わ
が
通
信
教
育
部
総
体
と
し
て
完
全
な
正
常
化

を
迎
え
た
こ
と
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
通
信
教
育
部
の
歴
史

に
あ
っ
て
画
期
的
な
出
来
事
」
と
の
言
葉
を
寄
せ
た
の
で
あ
る
。
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通
信
教
育
部
と
信
窓
会

『白門信窓』創刊号


